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令和７年９月 16日 

府中市立 
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府
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目
二
八
二
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電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

★
一
日
に
青
少
対

八
地
区
の
地
域
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和７年度体罰防止スローガン『未来を創る 子供の健康 傷つけさせない みんなの目』 

『
防
災
週
間
と
津
波
防
災
の
日
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 

髙
汐 

康
浩 

 

こ
こ
何
年
か
毎
年
、
九
州
、
四
国
、
近
畿
、
中
部
地
方
を
訪
ね 

て
各
地
の
防
災
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で 

は
、
和
歌
山
県
串
本
町
、
奈
良
県
奈
良
市
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
、 

三
重
県
四
日
市
市
、
熊
本
市
、
大
分
県
別
府
市
、
高
知
県
土
佐
市
、 

愛
知
県
田
原
市
、
三
重
県
桑
名
市
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
今
年 

は
、
浜
松
市
と
湖
西
（
こ
さ
い
）
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
浜
松 

市
、
湖
西
市
は
静
岡
県
の
西
部
に
あ
り
ま
す
。
浜
松
市
の
東
に
は 

天
竜
川
、
南
に
は
遠
州
灘
、
西
に
は
浜
名
湖
が
あ
り
ま
す
。
浜
松 

市
と
湖
西
市
は
遠
州
灘
に
面
し
て
い
る
た
め
、
市
の
南
側
に
は
、 

津
波
避
難
タ
ワ
ー
と
津
波
避
難
マ
ウ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他 

に
、
民
間
ビ
ル
等
の
一
部
を
一
時
的
な
避
難
に
使
用
す
る
津
波
避 

難
ビ
ル
が
た
く
さ
ん
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

先
月
の
七
日
に
、
第
九
六
回
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
震
に
関
す 

る
評
価
検
討
会
、
第
四
七
四
回
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
判
定
会 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
周
辺
の
地
殻
活
動 

の
評
価
が
行
わ
れ
、「
現
在
の
と
こ
ろ
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大 

規
模
地
震
の
発
生
の
可
能
性
が
平
常
時
と
比
べ
て
相
対
的
に
高
ま 

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
特
段
の
変
化
は
観
測
さ
れ
て
い
な
い 

こ
と
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震
（
Ｍ
８
か
ら
Ｍ 

９
ク
ラ
ス
）
は
、
平
常
時
に
お
い
て
も
今
後
三
〇
年
以
内 

に
発
生
す
る
確
率
が
八
〇
％
程
度
で
あ
り
、
昭
和
東
南
海 

地
震
・
昭
和
南
海
地
震
の
発
生
か
ら
約
八
〇
年
が
経
過
し 

て
い
る
こ
と
か
ら
切
迫
性
の
高
い
状
態
で
あ
る
こ
と
」
が 

発
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

南
海
ト
ラ
フ
と
は
、
静
岡
県
の
駿
河
湾
か
ら
九
州
東
方 

沖
ま
で
約
七
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続
く
深
さ
約 

四
千
メ
ー
ト
ル
の
海
底
の
く
ぼ
み
（
深
い
溝
状
の
地
形
） 
   

の
こ
と
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
で
は
約
九
〇
年 

か
ら
一
五
〇
年
周
期
で
繰
り
返
し
津
波
を
伴 

う
大
地
震
が
起
き
て
き
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ 

フ
地
震
に
つ
い
て
の
資
料
を
下
の
二
次
元
コ 

ー
ド
ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。 

 

大
正
十
二
年
九
月
一
日
は
、
関
東
大
震
災 

が
発
生
し
た
日
で
す
。
そ
し
て
、
今
年
は
関 

東
大
震
災
か
ら
一
〇
一
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、 

関
東
地
方
を
中
心
に
人
的
、
物
的
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生 

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年
こ
の
日
を
「
防
災
の
日
」
と
し
、 

こ
の
日
を
中
心
と
す
る
「
防
災
週
間
」
に
は
、
全
国
的
に
防 

災
に
関
す
る
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

平
成
二
十
三
年
六
月
に
は
、「
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ 

れ
、
国
民
の
間
に
広
く
津
波
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、 

十
一
月
五
日
を
「
津
波
防
災
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。
こ
の
「
津
波
防
災
の 

日
」
に
お
い
て
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い 

行
事
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
は
、
そ
の
位
置
、
地
形
、
地
質
、
気
象
等
の
自
然
的
条
件
か
ら
、
台 

風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
地
滑
り
、
地
震
、
津
波
、 

火
山
噴
火
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す
い
国
土
で
す
。
府
中
八
中
の
通
学 

区
域
の
電
柱
に
は
左
の
写
真
の
よ
う
に
、
多
摩
川
で
洪
水
が
起
き
た
際
の 

『
想
定
浸
水
深
』
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
よ
く
知
っ
て
い 

る
と
こ
ろ
で
す
。
始
業
式
で
は
、
府
中
市
の
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
災
害
リ
ス
ク
情
報
な
ど
を
地
図
に
重
ね
て
表
示
で

き
る
『
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
に
つ 

い
て
触
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い 

る
地
域
の
特
徴
を
知
る
こ
と
と
の
大
切
さ 

に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。 

  

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nteq/leaflet_nteq.pdf 

 

↓津波避難マウンド 

↑津波避難タワー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和７年度体罰防止スローガン『未来を創る 子供の健康 傷つけさせない みんなの目』 

学校事故対応コーナー №７  『交通安全を科学的に考えよう！』 

〔敬称略〕

称    〕 

 

★
☆
保
健
委
員
会
、
生
活
委
員
会
★
☆ 

昨
年
度
の
３
年
生 

の
自
主
的
な
活
動
を 

参
考
に
、
保
健
委
員
、 

生
活
委
員
会
の
皆
さ 

ん
が
全
フ
ロ
ア
の
廊 

下
に
、
「
衝
突
事
故
防 

止
」
、「
ス
ム
ー
ズ
な
通
行
」
の
た
め
に
廊
下
通

行
区
分
帯
の
白
線
を
引
き
ま
し
た
。 

 

★
☆
卓
球
部
★
☆ 

第
４
７
回 

府
中
市
公
私
立
中
学
校
卓
球
大
会 

２
年
生
女
子
団
体 

優
勝 

府
中
八
中
Ａ
チ
ー
ム 

嶺
川 

恵
実 

中 

美
那 
濱
田 

千
晴 

第
三
位 

府
中
八
中
Ｂ
チ
ー
ム 

 
 
 

深
澤 

し
よ
り 

潮 

実
花 

大
島 
心 

１
年
生
女
子
団
体 

準
優
勝 

 

中
村 

麦 

高
橋 

美
良 

濱
﨑 

華
帆 

１
年
生
男
子
団
体 

優
勝 

府
中
八
中
Ａ
チ
ー
ム 

 

浅
倉 

奏
佑
太 

原 

結
翔 

土
井 

遣
士 

 

※
学
校
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
等

に
お
け
る
生
徒
の
活
躍
に
つ
い
て
学
校
だ
よ

り
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
受
賞
等
が
あ
っ
た
場

合
は
学
級
担
任
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

思
春
期
は
、
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
す
る
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、
悩
み
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
悩
み
を
抱
え
て
し
ま
っ
て
困
っ
て
い
る
と
き

に
、
相
談
で
き
る
相
談
窓
口
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
『
♥
♡
安
心
♡
♥
』
し
て
く
だ
さ
い
。
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
「
不
安
や
悩
み
が
あ
る
と
き
は
…
一

人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
よ
う
」「
相
談
す
る
と
ど
う

な
る
の
？
？
」「
保
護
者
向
け
相
談
窓
口
一
覧
」
と

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ほ
っ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
ま
た
は 

下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク 

リ
ッ
ク
す
る
こ
と 

で
ア
ク
セ
ス
で
き 

ま
す
。 

https://www.fuchu-tokyo.ed.jp/fuchu08c/02gaiyou/15108533456459d8e4a01a420230509142348.html 

https://ijime.metro.tokyo.lg.jp/message/ 

 

左
下
の
グ
ラ
フ
は
、
令
和
六
年
の
都
内
の
交
通
人
身
事
故
の
発
生
状
況
を
表
し
て
い

ま
す
。
九
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
交
通
人
身
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
安
全
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
交
通
安
全

を
科
学
的
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

『
な
が
ら
運
転
』
を
例
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
算
数
・
数
学
や
、
理
科
等
の 

学
習
を
活
用
し
た
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
ま
す
。
左
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ホ

の
な
が
ら
運
転
の
例
で
す
。
こ
の
場
合
、
目
隠
し
を
し
て 

二
十
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を

運
転
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
な
が
ら
運
転
で
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
加
害
者
が
、

「
突
然
、
人
が
現
れ
て
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。」
と
証
言
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、

な
が
ら
運
転
は
目
隠
し
を
し
て
運
転
し
て
い
る
の 

と
同
じ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
二
十
一
メ
ー
ト
ル 

も
目
隠
し
を
し
て
運
転
す
る
と
考
え
る
と
、
そ
の 

恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。
さ
ら
に
体
重
が
六
十 

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
人
が
運
転
し
て
い
る
と
き
の
運
動 

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ピ
ス
ト
ル
の
弾
丸
以
上
の
エ
ネ 

ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
何
か
に
ぶ
つ
か 

っ
た
と
き
に
は
、
相
当
大
き
な
破
壊
力
が
は
た
ら 

く
の
で
す
。
科
学
的
に
考
え
れ
ば
決
し
て
な
が
ら 

運
転
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。 

令和７年秋の全国交通安全運動 
運動期間 令和７年９月２１日（日）から３０日（火）まで 
交通事故死ゼロを目指す日 令和７年９月３０日（火） 

https://www.fuchu-tokyo.ed.jp/fuchu08c/02gaiyou/15108533456459d8e4a01a420230509142348.html
https://ijime.metro.tokyo.lg.jp/message/

